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日
清
戦
争
後
の
〈
遊
学
少
年
〉
た
ち

〈一

r 1
雑
誌
「
少
年
世
界
」
を
手
が
か
り
に
ー

　
一
八
九
五
（
明
治
2
8
）
年
一
月
、
明
治
期
を
代
表
す
る
大
出
版
社
に
成
長
し
つ

つ
あ
っ
た
博
文
館
は
、
「
幼
年
雑
誌
」
「
日
本
之
少
年
」
「
学
生
筆
戦
場
」
等
の
諸

雑
誌
を
整
理
、
統
合
し
て
雑
誌
「
少
年
世
界
」
を
創
刊
し
た
。
主
筆
に
は
当
時
、

京
都
で
新
聞
社
の
小
説
記
者
を
つ
と
め
、
『
こ
が
ね
丸
』
で
の
成
功
以
来
、
少
年

文
学
の
作
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
巖
谷
小
波
が
招
か
れ
、
ほ
ど
な
く
同
誌
は
、

「
少
年
園
」
や
「
小
国
民
」
等
の
競
争
誌
を
凌
駕
し
て
、
少
年
雑
誌
の
王
座
に
君

臨
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
創
刊
号
の
論
説
「
明
治
廿
八
年
を
迎
ふ
」
（
無
署
名
／
「
少
年
世
界
」
第
一
巻
第

一
号
、
一
八
九
五
年
一
月
一
日
、
三
～
四
頁
－
以
下
、
本
文
中
で
は
「
少
年
世

界
」
の
誌
名
を
省
略
、
巻
号
お
よ
び
発
行
年
月
日
は
一
ー
一
、
九
五
年
一
月
一
日

の
よ
う
に
略
記
）
は
、
当
時
の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
少
年
た
ち
に
次
の

よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

酉、ソ
〆
1

井

晶

代

試
に
思
へ
、
昨
年
の
一
月
一
日
に
未
だ
読
能
は
ざ
り
し
書
の
、
今
年
一
月
一
日
に
、

之
を
読
み
得
る
に
至
り
し
も
の
幾
許
ぞ
。
昨
年
の
一
月
一
日
に
未
だ
解
す
る
能
は

ざ
り
し
語
の
、
今
年
の
一
月
一
日
に
、
之
を
解
し
得
る
に
至
り
し
も
の
幾
許
ぞ
。

況
ん
や
昨
年
の
今
月
今
日
に
は
、
未
だ
夢
に
だ
も
想
は
ざ
り
し
征
清
の
盛
挙
は
、

今
や
着
々
其
歩
を
進
め
て
、
海
に
は
黄
海
に
旅
順
に
、
陸
に
は
平
壌
に
金
州
に
、

捷
報
快
信
は
頻
々
と
し
て
、
吾
人
の
鼓
膜
を
打
来
る
を
や
。

　
学
び
を
通
し
た
少
年
た
ち
の
進
歩
・
成
長
と
、
日
清
戦
争
に
よ
る
国
力
拡
張
と

が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
筆
者
は
さ
ら
に
続
け
て
、
新
し
い
年

を
「
勇
名
轟
然
東
洋
の
一
大
強
国
と
し
て
、
世
界
列
国
に
歓
迎
せ
ら
る
・
の
大
希

望
を
前
に
し
」
た
時
と
し
、
少
年
た
ち
の
立
場
を
「
今
や
将
さ
に
世
界
の
新
舞
台

に
立
た
ん
と
」
す
る
「
此
の
名
誉
あ
る
新
強
国
の
小
国
民
」
と
表
現
し
て
、
「
名

誉
大
な
れ
ば
、
責
任
亦
重
し
」
と
、
奮
発
と
覚
悟
を
求
め
て
い
る
。

　
続
橋
達
雄
は
、
明
治
期
の
幼
少
年
雑
誌
の
変
容
を
検
討
す
る
な
か
で
、
同
誌
の

登
場
を
〈
創
始
期
〉
か
ら
〈
展
開
期
〉
へ
の
「
重
要
な
接
点
」
に
位
置
付
け
て
い
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⌒
1
）る

。
ま
た
、
菅
忠
道
も
同
様
に
、
〈
創
生
期
〉
に
対
し
て
、
〈
発
展
期
〉
の
児
童
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

誌
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
「
少
年
世
界
」
は
、
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
た
資
本
主

義
の
急
速
な
発
展
の
な
か
で
登
場
し
、
戦
勝
を
背
景
と
し
た
「
東
洋
の
一
大
強
国
」

意
識
の
も
と
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
諸
外
国
‖
〈
世
界
〉
へ
の
広
い
視
野
を
養
い
、

か
つ
、
立
身
出
世
を
志
す
少
年
た
ち
の
集
う
場
所
1
1
〈
世
界
〉
と
し
て
成
立
、
展

開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
近
代
的
な
国
家
体
制
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
、
対
外
戦
争
へ
の
勝
利
を
機
に
新
た
な

　
　
　
（
3
）

「
期
待
感
」
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
時
期
、
送
り
手
た
ち
は
、
雑
誌
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
、
少
年
読
者
た
ち
に
何
を
示
し
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
託
そ
う
と
試
み
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
願
望
や
、
社
会
的
な
要
請
を
如
何
に

受
け
と
め
、
加
工
、
再
生
産
を
施
し
て
、
雑
誌
と
い
う
小
宇
宙
の
な
か
に
構
成
し

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
上
京
遊
学
と
い
う
題
材
に
着
眼
し
、
小

説
作
品
を
申
心
に
、
口
絵
や
記
事
、
投
稿
作
文
に
も
目
配
り
し
な
が
ら
そ
の
特
質

を
整
理
す
る
試
み
を
通
し
て
、
少
年
た
ち
に
提
示
さ
れ
た
立
身
出
世
の
夢
と
、
そ

の
変
容
の
あ
り
さ
ま
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

〈
二
〉

　
今
回
、
検
討
対
象
と
し
た
の
は
、
一
八
九
五
（
明
治
2
8
）
年
一
月
一
日
「
少
年

世
界
」
創
刊
号
か
ら
、
九
九
（
同
3
2
）
年
一
二
月
一
五
日
発
行
の
第
五
巻
第
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
‘
1
）

号
ま
で
五
年
間
の
計
一
二
七
冊
で
あ
り
、
正
確
に
は
日
清
戦
争
下
か
ら
戦
後
ま
で

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
に
同
誌
に
発
表
さ
れ
た
小
説
形
式
の
上
京
遊
学
を

め
ぐ
る
物
語
は
、
登
場
人
物
と
東
京
と
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
距
離
に
着
眼
す
る

と
、
次
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

　
ま
ず
第
一
は
、
上
京
の
志
を
抱
き
な
が
ら
、
遊
学
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い

少
年
た
ち
の
物
語
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
落
花
一
片
」
（
漣
山
人
閲
、
湖
山
人
作
／

一
ー
一
八
～
一
九
、
九
五
年
九
月
一
五
日
～
一
〇
月
一
日
／
「
小
説
」
）
は
、
「
私
」

（
雪
野
淡
月
）
が
、
旅
先
で
出
会
っ
た
桜
木
芳
三
と
い
う
少
年
の
経
歴
を
聞
く
、

と
い
う
形
式
で
進
行
す
る
。
桜
木
は
、
小
学
校
卒
業
の
際
、
遠
方
か
ら
来
た
中
学

校
長
に
「
せ
め
て
尋
常
中
学
だ
け
は
経
置
か
で
は
、
後
に
悔
ひ
な
む
時
の
来
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
か

し
。
あ
ら
ず
、
常
に
果
敢
な
き
境
界
に
沈
倫
し
て
、
到
底
頭
の
上
が
る
時
な
か
る

べ
し
」
「
強
ひ
て
に
て
も
父
母
に
願
ひ
入
れ
、
早
く
入
学
の
運
び
に
及
ば
れ
よ
か
し
」

と
、
個
別
に
進
学
の
必
要
を
説
か
れ
る
ほ
ど
優
秀
な
少
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

家
が
貧
し
い
た
め
に
進
学
が
か
な
わ
ず
、
不
本
意
な
ま
ま
に
父
親
の
勧
め
で
郡
役

所
の
給
仕
と
な
る
。
一
時
は
進
学
し
た
友
人
た
ち
に
隠
れ
る
よ
う
に
仕
事
を
し
、

わ
が
身
の
不
幸
を
呪
っ
て
死
さ
え
考
え
る
日
々
を
過
ご
す
が
、
「
東
洋
立
志
編
」

と
い
う
書
物
と
の
出
会
い
を
機
に
「
昨
来
の
非
」
を
悟
り
、
独
学
し
な
が
ら
上
京

の
資
金
を
蓄
え
る
べ
く
無
理
を
重
ね
た
あ
げ
く
、
「
肺
病
」
に
冒
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
「
不
平
苦
悶
の
胸
に
堪
へ
兼
ね
て
」
「
好
め
る
詩
集
懐
に
」
、
「
近
郡
漫
遊
」
の
途

上
に
あ
る
雪
野
と
、
「
東
洋
立
志
編
」
を
傍
ら
に
、
「
名
を
成
す
の
要
は
、
外
、
物

　
　
　
マ
マ

に
あ
ら
す
し
て
、
内
、
心
に
あ
り
。
刻
苦
し
て
勉
め
ば
、
何
な
ら
ざ
る
事
の
あ
る

べ
き
ぞ
」
と
自
ら
を
励
ま
し
な
が
ら
独
習
す
る
桜
木
と
の
境
遇
の
違
い
は
歴
然
と

し
て
い
る
。
作
品
に
描
か
れ
る
の
は
、
如
何
に
学
資
を
手
に
入
れ
、
学
問
を
身
に

つ
け
る
か
、
と
い
う
積
極
的
な
生
き
方
で
は
な
い
。
タ
イ
ト
ル
の
「
落
花
」
が
、

苦
学
の
末
、
命
を
奪
わ
れ
て
い
く
桜
木
の
姿
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
、
厳
し
い

境
遇
に
耐
え
、
つ
い
に
は
死
に
至
る
悲
劇
的
な
生
き
方
が
、
情
景
描
写
を
織
り
込
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み
な
が
ら
拝
情
的
に
語
ら
れ
て
い
く
。

　
「
奉
公
」
（
森
本
石
童
／
三
ー
　
九
、
九
七
年
九
月
一
日
／
目
次
で
は
「
小
説
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
べ

本
文
で
は
「
教
訓
談
」
）
や
「
銀
行
の
小
童
」
（
礒
洋
水
／
四
ー
二
七
、
九
八
年
　

二
月
一
五
日
／
「
小
話
」
）
は
と
も
に
、
遊
学
を
諦
め
て
仕
事
に
就
い
た
少
年
の
物

語
で
あ
る
。
「
奉
公
」
は
、
父
親
亡
き
後
、
経
済
的
な
事
情
か
ら
遊
学
が
か
な
わ

な
い
少
年
が
、
叔
父
の
紹
介
で
米
穀
会
社
の
丁
稚
と
な
り
、
次
第
に
仕
事
ぶ
り
が

認
め
ら
れ
て
出
世
し
て
い
く
話
で
、
学
問
の
世
界
で
は
な
く
、
実
業
の
世
界
に
活

路
を
見
出
し
て
い
く
少
年
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
銀
行
の
小
童
」
は
、
兄
弟

の
よ
う
に
仲
良
し
だ
っ
た
二
人
の
少
年
の
う
ち
、
国
野
と
い
う
少
年
は
東
京
に
出

て
、
海
軍
士
官
に
な
る
べ
く
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
が
、
弟
の
よ
う
に
可
愛
が
っ

て
い
た
も
う
ひ
と
り
の
少
年
・
佐
々
木
静
男
は
、
家
庭
の
事
情
で
小
学
校
を
去
り
、

夜
学
に
通
い
な
が
ら
銀
行
で
小
僧
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
思
い
が
け
ず
佐
々
木
に

再
会
し
た
国
野
は
、
「
自
分
の
思
ふ
事
は
思
ふ
通
り
に
な
ら
な
い
世
の
中
で
す
ね
」

と
「
悟
道
の
言
葉
」
を
口
に
し
、
「
勇
気
が
沈
む
で
老
人
く
さ
く
な
つ
て
、
奮
発

力
に
乏
し
く
な
つ
て
」
別
人
の
よ
う
に
変
わ
り
果
て
て
し
ま
っ
た
佐
々
木
の
姿
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。

　
「
奉
公
」
を
除
く
二
作
で
は
、
前
途
有
望
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
の

経
済
的
な
事
情
か
ら
進
学
を
諦
め
、
仕
事
の
傍
ら
、
苦
学
を
強
い
ら
れ
る
少
年
た

ち
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
物
語
の
語
り
手
と
し
て
は
、
「
落
花
一
片
」
の
雪
野
、

「
銀
行
の
小
童
」
の
国
野
の
よ
う
に
順
当
に
進
学
を
果
た
し
た
少
年
が
選
ば
れ
て

お
り
、
彼
ら
の
優
越
感
か
ら
逆
照
射
さ
れ
た
、
友
人
へ
の
感
傷
的
な
同
情
が
作
品

全
体
の
基
調
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
第
二
は
、
遊
学
先
ま
で
の
旅
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。
「
木
賃
宿
」
（
江
見
水
蔭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
や
く
り
よ

／
三
－
一
～
三
、
九
七
年
一
月
一
日
～
二
月
一
日
／
「
立
志
小
説
」
）
や
「
逆
旅
」

（
新
田
静
湾
／
五
ー
一
九
～
二
三
ま
で
確
認
、
九
九
年
九
月
一
日
～
一
一
月
一
日

／
「
立
志
小
説
」
＊
未
完
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
「
木
賃
宿
」
は
、
母
一
人
子
一

人
の
貧
し
い
家
の
少
年
、
一
六
歳
の
「
我
」
（
片
瀬
松
太
郎
）
が
、
「
こ
れ
で
成
す

事
も
な
く
一
生
を
過
し
た
な
ら
、
家
を
興
し
、
父
の
名
を
揚
げ
、
身
を
立
て
、
国

の
為
め
に
尽
す
事
な
ど
は
連
も
出
来
ぬ
」
「
如
何
か
し
て
出
世
仕
た
い
も
の
だ
」

と
一
念
発
起
し
、
「
僅
か
一
円
余
り
の
旅
費
」
を
手
に
、
知
人
を
頼
っ
て
越
後
か

ら
東
京
に
向
か
う
。
途
中
、
同
道
し
た
旅
人
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
計
画
を
変
更
し

て
上
等
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
り
、
宿
の
洋
燈
を
壊
し
て
し
ま
い
弁
償
を
迫
ら
れ
た

り
し
な
が
ら
、
小
心
で
見
栄
っ
ぱ
り
の
少
年
が
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え

る
な
か
で
、
逞
し
く
し
た
た
か
に
成
長
し
て
い
く
過
程
が
旅
の
行
程
と
並
行
し
て

語
ら
れ
て
い
く
。
東
京
市
街
に
差
し
か
か
っ
た
所
で
、
物
語
は
完
結
し
て
い
る
。

　
経
済
的
に
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
主
人
公
の
旅
は
、
こ
れ
か
ら

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
東
京
で
の
厳
し
い
生
活
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
持
ち
物
を
売
っ
た
り
、
知
人
に
融
通
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
金

を
工
面
し
な
が
ら
、
主
人
公
が
宿
泊
す
る
木
賃
宿
は
、
「
汚
な
く
、
狭
く
、
古
く
、

柱
の
曲
り
、
壁
の
破
れ
、
根
座
板
の
抜
け
て
、
そ
し
て
畳
の
穴
の
明
い
て
居
」
る

場
所
、
「
汚
な
い
く
餓
鬼
の
様
な
連
中
」
が
集
う
所
と
描
写
さ
れ
る
。
ま
た
、

外
套
を
狙
う
「
如
何
に
も
相
の
悪
い
」
「
宿
帳
を
記
け
る
役
目
の
」
男
は
、
「
相
応

の
教
育
を
受
け
た
者
、
可
成
り
の
財
産
も
有
つ
た
者
、
そ
れ
が
或
る
失
望
か
ら
酒

色
に
耽
つ
て
、
加
へ
て
花
合
戦
に
う
つ
・
を
抜
か
し
て
」
落
伍
者
に
な
っ
た
と
記

さ
れ
る
。
世
の
中
の
底
辺
に
生
き
る
人
々
が
う
ご
め
く
木
賃
宿
の
様
子
を
通
し
て
、

三
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華
や
か
な
文
明
の
影
に
か
く
さ
れ
た
、
社
会
の
裏
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。

　
「
逆
旅
」
も
同
じ
く
、
「
政
治
家
に
成
り
た
い
と
い
ふ
の
念
」
を
抱
く
一
六
歳
の

「
我
」
（
川
嶋
巌
）
が
、
親
友
の
山
谷
豪
三
を
伴
っ
て
、
家
出
同
然
に
松
江
を
出

発
し
、
東
京
へ
と
向
か
う
物
語
で
あ
る
。
初
め
て
泊
る
旅
宿
で
の
五
右
衛
門
風
呂

へ
の
驚
き
、
旅
費
を
盗
ま
れ
る
事
件
、
野
宿
、
恩
師
と
の
再
会
、
大
坂
や
神
戸
で

の
就
労
な
ど
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
二
少
年
は
東
京
を
目
指
す
が
、
上
京
の
好
機

を
つ
か
ん
だ
所
で
、
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
は
、
上
京
先
で
孤
独
を
味
わ
い
、
望
郷
の
念
を
募
ら
せ
る
少
年
た
ち
の

物
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
我
が
母
」
（
思
椀
坊
補
、
石
童
坊
作
／
一
ー
一
七
、
九
五

年
九
月
一
日
／
「
小
説
」
）
で
は
、
信
二
と
い
う
少
年
の
視
点
か
ら
、
故
郷
で
の
幼

年
時
代
が
回
想
さ
れ
る
。
代
々
紀
州
藩
の
家
老
を
つ
と
め
て
き
た
家
の
次
男
坊
で

あ
る
彼
は
、
母
親
と
兄
、
祖
父
の
代
か
ら
の
家
来
で
あ
る
吾
助
と
い
う
老
人
と
暮

ら
し
て
い
た
。
在
京
の
父
親
に
は
別
に
妻
（
妾
）
と
娘
が
お
り
、
信
二
が
七
、
八

歳
の
頃
、
．
兄
は
父
に
伴
わ
れ
て
上
京
し
て
い
く
。
休
暇
に
帰
省
し
た
兄
の
「
東
京

に
は
立
派
な
1
大
き
な
家
が
沢
山
列
ん
で
居
る
こ
と
や
ら
、
夜
に
な
る
と
電
気

燈
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
て
、
昼
よ
り
も
明
る
い
こ
と
や
ら
、
上
野
の
動
物
園
に
は

虎
や
熊
な
ど
が
飼
つ
て
あ
る
こ
と
や
ら
」
と
の
土
産
話
、
義
妹
・
花
子
の
語
る
「
此

処
の
母
様
よ
り
温
和
し
い
ー
そ
し
て
種
々
な
も
の
を
呉
れ
る
い
・
母
様
」
の
事

な
ど
を
聞
い
た
信
二
は
、
東
京
へ
の
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
休
暇
の

後
、
兄
は
そ
の
ま
ま
東
京
に
戻
る
こ
と
な
く
、
西
京
へ
向
か
う
。
こ
う
し
た
兄
の

行
動
や
、
母
親
や
吾
助
の
涙
の
背
後
に
、
東
京
生
活
の
辛
さ
が
ほ
の
め
か
さ
れ
る

が
、
幼
い
信
二
に
は
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
一
二
歳
の
年
、
信
二
も
、

父
の
命
で
い
よ
い
よ
上
京
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
母
上
の
表
面
は
優
し
く
、

裏
面
に
邪
毒
の
あ
る
事
、
花
子
の
愛
ら
し
き
も
母
の
性
を
受
け
て
、
心
は
意
地
悪

　
　
　
く
ら
し

き
事
、
生
計
は
贅
沢
だ
が
、
其
割
に
資
産
の
な
い
事
」
な
ど
、
ほ
ど
な
く
憧
れ
て

い
た
都
会
の
暮
ら
し
が
偽
善
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
愕
然
と
す
る
。

「
東
京
が
嫌
」
で
堪
ら
な
い
信
二
に
で
き
る
の
は
、
「
雨
の
そ
ぼ
降
る
夕
」
に
「
故

郷
の
空
を
眺
め
て
は
、
独
り
で
」
涙
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
上
京
遊
学
を
め
ぐ
る
作
品
を
概
観
し
た
時
、
二
〇
年
代
初
頭
、

先
行
誌
で
あ
る
「
少
年
園
」
「
小
国
民
」
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
同
種
の
作
品
と
比

べ
て
、
遊
学
が
よ
り
実
現
困
難
な
も
の
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付

（
5
）

く
。
ほ
ど
な
く
手
痛
い
敗
北
が
待
っ
て
い
る
に
し
ろ
、
曲
が
り
な
り
に
も
東
京
に

行
き
着
く
こ
と
が
で
き
た
か
つ
て
の
少
年
た
ち
の
物
語
で
は
、
上
京
先
で
の
困
難

や
挫
折
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
落
花
一
片
」
以
下
、
こ
こ
に

描
か
れ
た
少
年
た
ち
は
、
遊
学
し
た
く
て
も
で
き
な
い
。
も
し
く
は
「
木
賃
箱
」

や
「
逆
旅
」
の
よ
う
に
上
京
の
途
中
で
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
、
中
途
で
の

断
念
も
含
め
て
、
物
語
の
大
半
は
東
京
に
到
着
す
る
ま
で
に
完
結
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

〈
三
〉

　
目
的
地
で
如
何
に
過
ご
す
べ
き
か
を
語
る
作
品
（
「
少
年
園
」
「
小
国
民
」
）
か
ら
、

目
的
地
ま
で
如
何
に
た
ど
り
着
く
か
を
描
く
作
品
（
「
少
年
世
界
」
）
へ
ー
、
以

上
の
よ
う
な
変
容
の
背
後
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
主
題
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
だ

ろ
う
か
。
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東
京
ま
で
の
社
会
的
距
離
に
着
眼
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
析
出
し
て
く
る
主
題
の

ひ
と
つ
は
、
〈
苦
学
〉
で
あ
ろ
う
。
「
東
洋
立
志
編
」
を
手
に
「
今
、
世
に
名
あ
る

の
人
、
悉
く
中
学
大
学
を
終
へ
た
る
も
の
に
限
れ
る
か
、
あ
ら
ず
あ
ら
ず
、
大
に

あ
ら
ず
、
必
し
も
然
く
限
ら
ざ
る
な
り
」
「
勉
め
励
め
！
飽
く
ま
で
励
め
！
」
「
刻

苦
し
て
勉
め
ば
、
何
な
ら
ざ
る
事
の
あ
る
べ
き
ぞ
」
と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
な
が

ら
、
上
京
の
旅
費
を
蓄
え
る
「
落
花
一
片
」
の
桜
木
や
、
銀
行
に
奉
公
し
な
が
ら

夜
学
に
通
う
「
銀
行
の
小
童
」
の
佐
々
木
は
、
文
字
通
り
苦
学
す
る
少
年
と
言
え

る
。
「
木
賃
宿
」
の
片
瀬
も
ま
た
、
雪
の
中
で
路
頭
に
迷
い
な
が
ら
も
「
情
け
な

い
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
之
も
後
の
立
身
の
下
ご
し
ら
え
、
東
京
へ
出
て
か
ら
の
苦

学
に
競
べ
れ
ば
、
何
ん
で
も
な
い
事
だ
」
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
旅
を
続

け
る
。
社
会
的
な
、
と
り
わ
け
経
済
的
な
障
害
は
、
少
年
た
ち
の
夢
の
実
現
を
阻

む
も
の
と
し
て
、
様
々
な
形
で
作
品
の
な
か
に
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
一

様
に
、
「
刻
苦
」
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
な
精
神
的
な
力
に
よ
っ
て
、
社

会
的
な
圧
力
に
抗
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
傾
向
は
、
小
説
以
外
の
記
事
に
も
共
通
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
東
京
遊

学
」
（
天
海
生
／
一
－
一
六
、
九
五
年
八
月
一
五
日
、
五
九
頁
／
「
講
演
」
）
に
お

い
て
、
筆
者
は
「
東
京
に
遊
学
す
る
以
前
に
於
て
先
づ
確
固
不
抜
の
精
神
を
持
し
、

一
定
し
て
憾
か
ざ
る
目
的
を
定
む
る
」
こ
と
を
「
地
方
の
少
年
学
生
た
る
者
」
た

ち
に
課
し
て
い
る
。
「
目
的
」
に
先
行
し
て
、
「
精
神
」
が
強
調
さ
れ
る
点
に
注
意

し
た
い
。
一
方
、
記
事
と
肖
像
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て
、
各
分
野
の
博
士
を
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

す
る
連
載
「
日
本
博
士
鑑
」
の
「
其
十
」
三
丁
二
三
、
九
七
年
一
｝
月
一
日
）

に
は
、
「
理
学
博
士
菊
池
大
麓
君
」
と
「
医
学
博
士
佐
々
木
政
吉
君
」
が
取
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
の
経
歴
は
「
雪
窓
蛍
燈
、
苦
学
辛
攻
、
終
に
声
名
を
海

の
内
外
に
籍
甚
た
ら
し
む
、
素
と
薄
志
弱
行
者
流
の
企
及
し
得
べ
き
所
に
あ
ら
ず
、

況
む
や
家
に
担
石
の
蓄
な
く
、
貧
婁
朝
夕
の
米
飯
を
欠
く
、
此
苦
境
に
処
し
て
、

孜
々
学
業
に
志
す
、
山
豆
夫
れ
容
易
の
業
な
ら
む
や
。
博
士
の
幼
時
、
太
だ
之
に
類

す
」
と
書
き
起
こ
さ
れ
、
貧
し
い
家
に
生
い
た
ち
、
郷
塾
に
学
ん
で
頭
角
を
現
し

た
の
ち
、
医
家
の
養
子
と
な
っ
て
学
問
を
修
め
て
い
く
様
子
が
紹
介
さ
れ
る
。

「
学
ぶ
べ
き
は
氏
が
幼
時
の
苦
学
な
る
哉
」
と
締
め
く
く
ら
れ
る
そ
れ
は
、
「
医

学
博
士
」
と
し
て
何
を
成
し
た
か
で
は
な
く
、
「
医
学
博
士
」
に
出
世
す
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
「
苦
学
」
の
物
語
に
他
な
ら
な
い
。

　
〈
苦
学
〉
が
叫
ば
れ
る
背
景
に
は
、
学
問
に
よ
る
立
身
へ
の
関
心
が
、
よ
り
広

い
階
層
へ
浸
透
し
て
い
っ
た
社
会
状
況
が
あ
る
。
竹
内
洋
は
、
明
治
三
〇
年
前
後

か
ら
こ
の
言
葉
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
現
象
に
ふ
れ
て
、
就
学
率
、
と
り
わ
け
高

等
小
学
校
の
入
学
者
・
卒
業
者
の
増
加
に
と
も
な
い
、
学
問
に
よ
る
立
身
出
世
を

め
ざ
す
少
年
た
ち
に
質
的
転
換
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
士
族
以
外

の
貧
し
い
階
層
に
上
京
遊
学
熱
が
広
が
り
、
縁
故
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
し
の
上
京

が
大
量
現
象
と
し
て
生
じ
た
結
果
、
量
的
変
化
と
と
も
に
「
庇
護
型
」
苦
学
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

「
裸
一
貫
型
」
苦
学
へ
の
質
的
変
化
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
遊
学
少

年
た
ち
に
は
、
目
的
も
定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
都
会
へ
の
憧
れ
の
み
を
動
機
に
上
京

す
る
、
と
い
う
物
見
遊
山
的
な
と
こ
ろ
が
多
分
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
立
身
出

世
へ
の
階
梯
と
し
て
の
就
学
、
そ
の
価
値
へ
の
承
認
は
、
裕
福
な
豪
農
・
豪
商
や

旧
士
族
層
に
加
え
て
、
貧
し
い
階
層
に
ま
で
上
京
熱
を
広
め
て
い
く
。
け
れ
ど
も
、

個
々
の
作
品
に
描
か
れ
る
よ
う
に
、
厳
し
い
社
会
的
条
件
は
少
年
た
ち
の
夢
の
実

現
を
容
易
に
は
許
さ
な
い
。
彼
ら
に
許
さ
れ
た
数
少
な
い
選
択
肢
の
一
つ
は
、
自

ら
を
律
し
な
が
ら
、
苦
学
や
独
学
に
励
む
こ
と
で
あ
っ
た
。

五
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社
会
的
な
悪
条
件
を
精
神
性
で
克
服
し
よ
う
と
試
み
る
こ
の
姿
勢
は
、
と
り
わ

　
　
　
（
9
）

け
投
稿
作
文
に
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
友
の
廃
学
を
諌
む
る
文
」
（
佐
藤
弘
顕

／
三
ー
二
二
、
九
七
年
一
〇
月
一
五
日
、
七
四
～
七
五
頁
）
は
、
父
親
の
免
職
に

よ
っ
て
学
資
の
道
を
絶
た
れ
、
慶
応
義
塾
を
退
学
し
よ
う
と
す
る
友
へ
の
書
簡
、

と
い
う
形
式
で
綴
ら
れ
る
。
筆
者
は
「
概
ね
赤
貧
洗
ふ
が
如
く
。
飢
寒
交
々
至
る

の
悲
境
」
に
あ
っ
た
「
碩
学
偉
人
」
や
「
世
人
の
尊
敬
す
る
士
」
た
ち
の
少
年
時

代
に
ふ
れ
て
、
彼
ら
が
大
名
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
そ
う
し
た
悲
境
に
挫

け
ず
「
堅
忍
不
抜
の
精
神
を
以
て
」
「
能
く
幾
多
の
障
碍
を
打
破
」
り
、
「
熱
心
と

勉
強
と
を
以
て
漸
々
功
を
積
」
ん
だ
か
ら
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
東
都
に
在
て

学
資
に
窮
せ
し
書
生
は
。
厳
寒
酷
暑
を
厭
は
ず
。
習
学
の
余
暇
を
以
て
。
或
は
新

聞
売
り
と
な
り
。
或
は
牛
乳
配
達
夫
と
な
り
。
甚
し
き
に
至
り
て
は
。
車
夫
の
賎

業
を
も
顧
ず
し
て
之
に
従
事
し
」
な
が
ら
学
ん
で
い
る
の
だ
と
し
て
、
一
時
の
困

難
に
屈
す
る
こ
と
を
戒
め
、
苦
学
の
道
を
勧
め
る
。
「
金
銀
の
財
宝
は
。
容
易
に

得
る
の
道
有
之
候
べ
く
も
。
重
て
来
ら
ざ
る
は
少
壮
青
年
の
時
代
に
候
（
中
略
）

須
ら
く
百
折
不
携
の
精
神
を
鼓
舞
し
。
再
び
御
就
学
の
程
。
希
望
の
至
り
に
不
堪

候
」
の
よ
う
に
、
全
体
の
論
調
は
、
諌
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
精
神
的
な
力
で
困

難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
へ
の
奨
励
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
「
過
去
の
吾
」
（
高
山
恵
治
／
一
ー
二
一
、
九
五
年
一
一
月
一
日
、
八
四

～
八
五
頁
）
に
端
を
発
し
、
以
後
一
年
あ
ま
り
投
稿
欄
を
賑
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ

　
　
（
1
0
）

た
投
書
群
に
は
、
「
落
花
一
片
」
か
ら
の
影
響
が
伺
え
て
興
味
ぶ
か
い
。
い
ず
れ
も
、

小
学
校
卒
業
の
時
点
か
ら
の
自
ら
の
経
歴
を
振
り
返
る
形
で
、
遊
学
へ
の
夢
、
経

済
的
事
情
な
ど
に
よ
る
障
害
と
憂
苦
、
（
書
物
と
の
出
会
い
に
よ
る
）
新
し
い
決

意
と
夢
の
断
念
が
順
を
追
っ
て
述
べ
ら
れ
、
「
落
花
一
片
」
と
類
似
し
た
内
容
や

構
成
を
持
つ
。
な
か
に
は
作
品
に
直
接
言
及
し
て
、
「
彼
れ
（
引
用
者
注
・
桜
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

芳
三
を
指
す
）
の
境
遇
即
ち
我
の
境
遇
な
り
弦
に
於
て
始
め
て
同
情
の
友
を
得
た

り
」
（
「
我
経
歴
を
叙
し
て
高
山
恵
治
君
に
交
を
乞
ふ
文
」
岡
野
孫
三
郎
／
ニ
ー
一
、

九
六
年
一
月
一
日
、
九
二
頁
）
と
深
い
共
感
を
示
す
者
も
あ
っ
た
。
作
文
の
末
尾

は
そ
れ
ぞ
れ
「
余
は
姑
く
遊
学
す
る
の
念
を
絶
ち
益
々
家
業
を
助
け
身
を
立
て
道

を
行
ひ
名
を
後
世
に
揚
げ
以
て
父
母
を
顕
は
し
多
年
鞠
育
の
厚
恩
に
酬
ひ
ん
」

（「

范
J
苦
の
経
歴
を
叙
し
て
高
山
岡
野
松
本
の
三
君
に
望
む
」
今
井
孝
三
／
二

⊥
二
二
、
九
六
年
一
二
月
一
日
、
九
一
頁
）
と
い
っ
た
美
辞
麗
句
で
結
ば
れ
、
具

体
的
な
苦
学
の
方
法
は
示
さ
れ
な
い
。
桜
木
少
年
が
「
薄
運
録
」
を
書
き
記
し
た

の
と
同
様
、
彼
ら
も
「
我
憂
苦
の
経
歴
」
を
誌
上
で
披
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

遊
学
の
断
念
と
苦
学
へ
の
意
気
込
み
を
自
ら
確
か
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
彼
ら
は
「
全
国
少
年
諸
君
よ
余
が
憂
心
を
慰
察
し
今
後
水
魚
の
交
を
結

ば
れ
ん
こ
と
を
」
と
、
誌
上
を
通
し
て
志
を
同
じ
く
す
る
少
年
た
ち
に
呼
び
か
け

る
。
こ
こ
に
は
、
雑
誌
を
読
み
、
投
稿
に
筆
を
染
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
遊
学
と

は
異
な
る
立
身
の
形
を
地
方
で
探
ろ
う
と
す
る
少
年
た
ち
の
、
新
し
い
精
神
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
＞

体
と
で
も
三
口
う
べ
き
も
の
の
発
生
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
広
告
欄
で
は
、

明
治
三
〇
年
頃
を
境
に
、
講
義
録
な
ど
通
信
教
育
の
広
告
の
掲
載
が
目
立
っ
て
く

る
。
こ
の
自
学
自
修
の
た
め
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
支
え
た
人
々
の
一
群
に
は
、

こ
う
し
た
少
年
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
東
京
ま
で
の
心
理
的
距
離
に
着
眼
す
る
と
、
〈
苦
学
〉
と
並
ん
で
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
も
う
一
つ
の
主
題
が
〈
望
郷
〉
で
あ
ろ
う
。
「
少
年
世
界
」
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
の
主
題
は
二
つ
の
現
わ
れ
方
を
見
せ
る
。
一
つ
は
目
的
地
か
ら
の
距
離
ゆ
え
に
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

生
じ
る
懐
郷
の
念
で
あ
り
、
今
一
つ
は
目
的
地
ま
で
の
距
離
、
な
い
し
は
憧
れ
を

反
転
し
た
形
で
表
明
さ
れ
る
田
舎
1
1
故
郷
へ
の
賛
美
で
あ
る
。

　
先
の
「
友
の
廃
学
を
諌
む
る
文
」
に
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
聞
配
達
な
ど
に
活

路
を
求
め
な
が
ら
学
問
を
続
け
よ
う
と
、
上
京
し
た
り
、
上
京
す
る
べ
く
準
備
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
少
年
た
ち
は
数
多
く
い
た
。
そ
の
中
で
、
上
京
先
で
彼
ら
を
励
ま
し
、
慰
め
る

存
在
と
し
て
、
故
郷
と
い
う
場
所
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
。
例
え
ば
、

先
述
し
た
「
我
が
母
」
で
は
、
都
会
の
偽
善
的
な
あ
り
さ
ま
が
、
義
母
や
娘
た
ち

の
、
う
わ
べ
だ
け
の
親
切
や
華
美
な
暮
ら
し
ぶ
り
に
、
反
対
に
、
か
つ
て
過
ご
し

た
故
郷
で
の
日
々
が
、
母
親
や
吾
助
と
い
っ
た
田
舎
の
純
朴
な
人
々
に
そ
れ
ぞ
れ

重
ね
て
表
現
さ
れ
て
い
た
。
少
年
の
孤
独
や
居
た
た
ま
れ
な
さ
は
、
「
故
郷
の
空
」

を
思
っ
て
涙
す
る
こ
と
で
、
わ
ず
か
に
慰
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
木
賃
宿
」

に
お
い
て
も
、
苦
学
へ
の
決
意
に
続
い
て
、
「
そ
れ
に
付
け
て
も
今
頃
は
母
様
は

何
を
し
て
お
い
で
だ
ら
う
か
と
、
故
郷
の
事
を
思
出
し
て
、
ほ
ろ
く
と
泣
け
ば

涙
も
氷
る
」
と
い
う
主
人
公
の
感
慨
が
綴
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
母
親
の
存
在
が

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
の
故
郷
の
イ
メ
ー
ジ
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
点
が
興
味

ぶ
か
い
。

　
地
方
か
ら
の
流
入
者
1
1
上
京
者
に
よ
っ
て
、
近
代
的
な
〈
中
央
〉
と
し
て
の
東

京
が
成
立
す
る
。
同
時
に
、
地
方
出
身
者
の
東
京
で
の
挫
折
も
し
く
は
違
和
感
が
、

現
実
を
こ
え
て
理
想
化
さ
れ
た
〈
故
郷
〉
発
見
を
う
な
が
し
、
さ
ら
に
〈
地
方
〉

の
意
味
を
変
え
て
い
く
　
　
松
村
友
覗
は
明
治
二
〇
年
代
の
近
代
文
学
に
「
ユ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ト
ピ
ア
と
し
て
の
故
郷
」
の
登
場
を
指
摘
し
て
い
る
。
時
間
的
に
は
や
や
遅
れ
る

が
、
「
少
年
世
界
」
の
投
稿
作
文
に
お
い
て
も
、
遊
学
者
の
立
場
か
ら
故
郷
を
描

く
作
品
が
散
見
さ
れ
る
。
但
し
、
理
想
郷
と
し
て
の
〈
故
郷
〉
発
見
が
、
東
京
へ

の
否
定
や
立
身
出
世
主
義
へ
の
懐
疑
に
結
び
つ
く
近
代
文
学
に
対
し
て
、
「
少
年

世
界
」
に
お
い
て
は
、
東
京
へ
の
憧
れ
や
立
身
出
世
へ
の
夢
は
温
存
さ
れ
て
い
く
。

「
異
郷
に
在
る
の
感
」
（
福
垣
三
五
／
一
ー
五
、
九
五
年
三
月
一
日
、
五
四
～
五

五
頁
）
の
筆
者
は
「
笈
を
負
ふ
て
東
都
に
出
で
し
よ
り
既
に
一
周
年
」
、
「
常
に
故

郷
を
思
は
ざ
る
な
し
」
と
望
郷
の
思
い
を
述
べ
る
。
文
中
、
故
郷
は
「
小
川
」

「
小
山
」
「
野
」
「
林
」
な
ど
の
自
然
に
見
立
て
て
記
述
さ
れ
、
「
巧
名
の
山
は
蒼
々

と
し
て
高
く
吾
が
前
に
聾
へ
、
立
身
の
川
は
渡
々
と
し
て
吾
が
後
に
流
る
」
と
将

来
の
目
標
が
そ
こ
に
重
ね
ら
れ
る
。
「
帰
省
の
記
事
」
（
油
谷
隆
吉
／
一
ー
二
〇
、

九
五
年
一
〇
月
一
五
日
、
八
八
頁
∀
に
は
、
姫
路
へ
遊
学
中
の
少
年
の
、
大
坂
方

面
へ
の
帰
省
の
旅
が
記
さ
れ
る
。
汽
車
へ
の
乗
車
な
ど
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
を

凌
い
で
、
旅
行
中
の
最
大
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
選
ば
れ
る
の
は
、
山
頂
か

ら
故
郷
を
の
ぞ
む
場
面
で
あ
る
。
「
後
方
を
見
れ
ば
古
郷
は
眼
下
に
あ
り
て
既
に

帰
宅
せ
る
を
覚
え
」
、
「
目
を
転
じ
て
右
方
」
を
見
れ
ば
、
「
小
島
は
雲
姻
模
糊
の

中
に
あ
り
て
幾
多
の
汽
舩
小
舟
は
木
葉
の
如
く
海
上
に
漂
泊
せ
る
等
の
面
白
さ
」

に
心
ひ
か
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
小
島
」
「
小
舟
」
な
ど
と
同
様
、
故
郷
を
小
な
る

も
の
と
し
て
相
対
化
す
る
視
座
が
伺
え
よ
う
。
ま
た
、
先
述
し
た
母
親
な
い
し
は

母
親
的
な
要
素
を
強
調
し
た
例
と
し
て
は
、
「
友
人
の
放
蕩
を
戒
む
る
文
」
（
鈴
木

孫
次
郎
／
三
ー
｝
、
九
七
年
一
月
一
日
、
八
八
頁
）
が
あ
る
。
「
目
的
と
な
す
べ

き
学
事
を
怠
り
酒
色
に
の
み
之
れ
荒
み
貴
重
の
光
陰
と
金
銭
と
を
消
費
」
し
て
い

る
友
人
の
噂
を
聞
き
、
友
の
母
親
を
尋
ね
た
様
子
を
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
書
き

記
す
。
「
余
過
日
尊
堂
に
昇
り
御
親
母
様
を
訪
ひ
君
が
試
験
の
御
不
成
績
を
御
慰

め
申
上
候
処
御
親
様
急
に
両
眼
よ
り
涙
を
垂
れ
声
を
ふ
る
わ
し
君
の
不
良
心
を
恨

ま
れ
た
り
余
も
亦
覚
ひ
ず
落
涙
仕
候
斯
く
御
親
母
の
心
を
ゑ
た
め
い
か
で
是
れ
を

七
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孝
と
云
ふ
べ
き
」
。
故
郷
の
母
親
の
涙
は
、
都
会
で
堕
落
し
た
生
活
を
送
る
少
年

に
対
し
て
、
一
番
の
戒
め
と
な
る
の
で
あ
る
。
上
京
者
と
し
て
、
近
代
的
な
価
値

観
を
手
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
少
年
た
ち
は
、
二
度
と
共
同
体
の
一
員
に
同
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
は
、
隔
た
っ
た
所
か

ら
懐
か
し
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
場
所
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
も
の
故
に
理
想
化
さ

れ
、
心
情
を
投
影
す
る
場
と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
「
故
郷
を
懐
ふ
」
（
太
田
稔
三
／
三
ー
二
〇
、
九
七
年
九
月
一
五
日
、
八
六
～
八

七
頁
）
の
よ
う
に
、
都
会
生
活
の
孤
独
や
淋
し
さ
か
ら
く
る
望
郷
の
念
を
記
す
作

文
も
多
い
。
「
花
の
都
」
は
、
困
苦
に
あ
っ
て
も
「
誰
一
人
余
を
憐
む
も
の
な
く
、

　
　
　
　
　
　
マ
マ

余
を
慰
む
る
者
と
な
し
」
の
「
心
細
き
」
所
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
さ
る
に
て

も
恋
し
き
は
故
郷
の
父
母
な
り
、
鳴
呼
慕
は
し
き
は
余
が
愛
す
る
故
郷
の
山
川
な

り
」
と
、
故
郷
は
筆
者
の
中
で
美
化
さ
れ
て
い
く
。
「
上
京
す
る
友
に
送
る
文
」

（
二
宮
静
／
四
ー
七
、
九
八
年
三
月
一
五
日
、
八
七
～
八
八
頁
）
は
、
こ
の
種
の

投
稿
と
し
て
は
珍
し
く
、
在
京
者
の
立
場
か
ら
、
同
輩
へ
の
書
簡
と
い
う
体
裁
を

と
る
。
東
京
の
友
人
た
ち
は
「
或
は
誇
大
の
三
口
を
吐
き
、
或
は
浮
華
に
流
れ
或
は

因
盾
姑
息
」
な
者
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
「
共
に
胸
襟
を
開
き
て
談
論
す
べ
き
友
」

は
い
な
い
、
と
孤
独
が
吐
露
さ
れ
、
友
人
を
迎
え
る
喜
び
「
暗
夜
に
灯
火
を
得
た

る
心
地
」
へ
の
表
明
に
繋
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
心
労
に
ふ
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
懸
賞
文
の
課
題
と
し
て
出
題
さ
れ
た
「
友
人
の
病
気
を
其
父
兄
に
報
ず

る
文
」
三
丁
一
四
～
一
五
／
九
七
年
七
月
一
日
～
一
五
日
）
に
は
、
「
病
気
」
と

し
て
、
肺
病
や
脚
気
の
ほ
か
、
脳
病
、
脳
充
血
な
ど
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

病
の
直
接
の
原
因
は
「
非
常
の
御
勉
学
」
と
記
述
さ
れ
る
が
、
「
勉
学
」
と
「
病
」

を
結
ぶ
文
脈
の
背
後
に
は
、
都
会
生
活
で
の
精
神
的
な
疲
労
が
見
え
か
く
れ
す
る
。

　
上
京
者
た
ち
が
、
東
京
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
場
所
と
し
て
、
〈
故
郷
〉
を
理
想

化
し
た
こ
と
と
並
ん
で
、
投
稿
欄
を
賑
わ
せ
た
の
が
、
地
方
少
年
た
ち
に
よ
る
〈
田

舎
〉
発
見
の
作
文
で
あ
っ
た
。
「
田
舎
の
快
楽
」
（
藤
本
学
／
一
ー
一
二
、
九
五
年

六
月
一
五
日
、
六
〇
頁
）
、
「
田
舎
の
美
愛
す
べ
し
」
（
原
良
造
／
二
ー
四
、
九
六

年
二
月
一
五
日
、
八
九
頁
）
な
ど
と
題
さ
れ
た
そ
れ
ら
は
、
「
人
間
生
活
の
快
楽

夫
都
会
に
在
る
乎
将
た
田
舎
に
在
る
乎
」
と
問
い
か
け
、
都
会
の
「
学
校
」
「
美

術
館
」
「
博
物
館
」
「
電
気
」
「
瓦
斯
燈
」
な
ど
の
文
明
と
、
田
舎
の
「
清
空
」
「
軽

風
」
「
桜
花
」
な
ど
「
山
紫
水
明
」
な
る
自
然
と
を
比
較
し
、
後
者
に
軍
配
を
あ

げ
る
（
「
田
舎
の
快
楽
」
）
と
い
う
型
を
共
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
都
会
の
繁

華
は
（
中
略
）
美
観
の
み
是
外
観
の
み
裡
面
人
情
の
軽
薄
風
俗
の
衰
頽
実
に
言
ふ

に
忍
び
ざ
る
も
の
あ
り
」
と
批
判
し
、
「
我
が
田
舎
の
人
情
風
俗
を
見
る
に
実
朴

に
し
て
孝
悌
忠
信
の
道
を
守
り
徳
義
礼
譲
又
並
高
し
」
の
よ
う
に
田
舎
の
美
俗
を

賞
揚
し
て
、
「
天
然
の
一
大
楽
園
」
と
位
置
付
け
る
（
「
田
舎
の
美
愛
す
べ
し
」
）

も
の
や
、
秀
吉
や
義
経
を
は
じ
め
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ワ
シ
ン
ト
ン
、
釈
迦
な
ど
の

「
英
雄
豪
傑
」
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、
田
舎
の
自
然
こ
そ
が
「
士
気
を
養
ふ
」
と

し
て
、
「
気
慨
あ
る
者
は
宜
し
く
都
門
を
脱
し
て
寒
村
僻
地
の
田
舎
に
来
れ
」
と

呼
び
か
け
る
も
の
（
山
田
実
治
「
田
舎
俊
傑
を
生
ず
」
／
ニ
ー
二
二
、
九
六
年
一

一
月
一
五
日
、
八
二
頁
）
の
よ
う
に
、
号
を
追
う
に
つ
れ
て
、
そ
の
論
調
は
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
4
）

か
ら
人
情
、
人
物
の
比
較
へ
と
拡
大
し
て
い
く
。

　
と
も
あ
れ
、
以
上
の
よ
う
に
、
地
方
少
年
た
ち
が
見
出
し
た
の
も
ま
た
、
風
光

明
媚
な
田
舎
の
自
然
と
人
情
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
表
現
し
た
田
舎
も
ま
た
、
近
代
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的
な
価
値
観
か
ら
逆
照
射
さ
れ
た
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
地
方
に
過
ぎ
な
い
。

む
し
ろ
「
田
舎
豪
傑
を
生
ず
」
の
論
調
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
立
身
出
世
へ
の
夢

は
、
逆
に
こ
う
し
た
地
方
者
の
視
点
に
立
つ
こ
と
で
よ
り
直
戯
に
表
現
さ
れ
、
そ

の
向
こ
う
に
は
、
都
会
へ
の
憧
れ
が
か
く
さ
れ
て
い
る
。
上
京
者
と
地
方
者
、
両

者
の
ベ
ク
ト
ル
は
ど
ち
ら
も
一
見
、
都
会
か
ら
地
方
へ
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
、
彼
ら
の
中
で
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
く
東
京
で
あ
り
、

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
両
者
は
、
相
互
に
補
完
し
あ
い
な
が
ら
、
東
京
と
地
方

の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
り
、
立
身
出
世
主
義
を
支
え
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
都
会
の
少
年
が
休
暇
を
使
っ
て
、
幼
い
頃
訪
れ
た
沼
津
の
叔
父
の
も
と
を

再
訪
し
、
変
わ
ら
な
い
景
色
に
感
動
す
る
「
か
す
て
ら
と
い
・
景
色
」
（
枯
林
生

／
五
ー
六
、
九
九
年
三
月
一
日
、
二
五
～
二
八
頁
）
や
、
東
京
の
華
族
女
学
校
と

故
郷
で
あ
る
水
口
の
運
動
会
と
を
紹
介
し
た
小
波
の
参
観
記
「
都
鄙
二
色
の
運
動

会
」
（
五
－
二
四
、
同
年
＝
月
一
五
日
、
八
八
～
九
四
頁
）
等
、
こ
の
時
期
の
「
少

年
世
界
」
に
は
、
こ
の
他
に
も
、
地
方
と
い
う
視
点
を
積
極
的
に
導
入
し
た
記
事

や
企
画
が
目
立
つ
。
第
五
巻
（
九
九
年
）
か
ら
は
、
「
日
本
全
国
各
地
方
に
、
古

か
ら
語
り
伝
へ
ら
れ
て
居
る
、
口
碑
伝
説
の
面
白
い
も
の
を
、
小
波
一
々
書
き
直

し
て
、
本
誌
上
に
紹
介
す
る
」
企
画
（
「
明
治
三
十
二
年
の
少
年
世
界
」
四
ー
二
七
、

九
八
年
一
二
月
一
五
日
、
広
告
三
頁
）
「
諸
国
お
伽
噺
」
も
開
始
さ
れ
て
い
る
。
個
々

の
記
事
や
企
画
に
関
し
て
は
、
別
途
検
討
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
新
た

な
地
方
へ
の
ま
な
ざ
し
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
例
と
し
て
付
言
し
て
お
き
た

い
。

〈
四
〉

　
一
八
九
九
（
明
治
3
2
）
年
八
月
、
「
少
年
世
界
」
は
投
稿
欄
を
通
じ
て
、
読
者

に
「
将
来
の
目
的
」
を
尋
ね
て
い
る
（
「
少
年
演
壇
／
注
意
」
五
ー
一
八
、
九
九
頁
）
。

次
号
か
ら
ほ
ぼ
毎
号
、
「
新
案
端
書
便
」
と
銘
打
っ
て
紹
介
さ
れ
た
投
稿
に
は
、

軍
人
を
筆
頭
に
、
実
業
家
、
政
治
家
、
学
者
な
ど
が
並
び
、
少
年
た
ち
の
夢
の
あ

り
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
立
身
出
世
の
到
達
点
ま
で
、
彼
ら
の
前
に
は
ま
だ

ま
だ
長
い
時
間
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
投
稿
作
文
「
学
友
の
帰
省
す
る
を
送
る
序
」

（
水
谷
美
津
彦
／
ニ
ー
一
七
、
九
六
年
九
月
一
日
、
八
七
～
八
八
頁
）
の
筆
者
も

ま
た
、
「
将
来
」
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

独
り
期
せ
故
郷
に
着
け
て
帰
ら
ん
衣
は
錦
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
最
も
大
な
る
快
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

は
尚
遥
か
に
将
来
に
存
す
る
な
り
希
く
は
君
学
を
途
に
棄
て
ず
復
ひ
上
京
の
期
を

誤
る
莫
か
ら
ん
こ
と
を
柳
か
記
し
て
君
を
送
る

　
「
将
来
」
は
「
尚
遥
か
に
」
遠
い
先
の
こ
と
と
し
て
意
識
さ
れ
、
「
最
も
大
な
る

快
楽
」
は
そ
の
時
ま
で
保
留
さ
れ
る
。
学
問
で
立
身
す
る
た
め
に
は
、
学
校
制
度

の
階
梯
を
一
つ
ず
つ
昇
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
上
京
は
立
身
へ
の
第
一
歩
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
遊
学
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
東
京
ま
で
の
距

離
を
繰
り
返
し
描
い
た
。
そ
れ
ら
は
ま
た
、
少
年
た
ち
の
前
に
広
が
っ
た
、
将
来

ま
で
の
時
間
的
距
離
の
暗
喩
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
時
間
的
な
隔
た
り
の
自
覚
は
、
一
方
で
、
〈
少
年
〉
と
い
う
時
間
、

す
な
わ
ち
近
代
的
な
少
年
期
の
輪
郭
を
明
瞭
に
す
る
だ
ろ
う
。
「
少
年
世
界
」
は
、

九
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博
士
や
軍
人
の
肖
像
を
掲
げ
た
口
絵
や
、
英
雄
伝
・
偉
人
伝
と
い
っ
た
読
物
を
通

し
て
、
少
年
た
ち
に
目
標
と
す
べ
き
「
将
来
」
の
姿
を
提
示
す
る
と
同
時
に
、
少

年
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
「
今
」
と
い
う
時
間
の
過
ご
し
方
を
提
案
す
る
。
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

例
え
ば
、
「
帰
省
」
の
快
楽
で
あ
り
、
「
運
動
」
の
壮
快
で
あ
り
、
投
稿
を
通
じ
て

記
者
や
未
知
の
少
年
た
ち
と
親
交
を
結
ぶ
愉
快
で
あ
ろ
う
。
上
京
遊
学
を
題
材
に

し
た
作
品
に
お
い
て
も
、
「
落
花
一
片
」
の
雪
野
と
桜
木
、
「
銀
行
の
小
童
」
の
国

野
と
佐
々
木
、
「
逆
旅
」
の
川
嶋
と
山
谷
と
い
っ
た
登
場
人
物
を
通
し
て
、
少
年

た
ち
の
友
情
や
絆
が
強
調
さ
れ
る
。
苦
学
の
辛
さ
や
、
都
会
で
の
孤
独
を
共
有
で

き
る
存
在
と
し
て
、
同
じ
時
間
を
生
き
る
者
‖
少
年
が
、
境
遇
や
立
場
の
違
い
を

超
え
て
選
択
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
諸
雑
誌
の
整
理
、
統
合
に
よ
り
生
ま
れ
た
「
少
年
世
界
」
は
、
「
中
学
世
界
」

（一

ｪ
九
八
年
八
月
創
刊
）
や
「
幼
年
世
界
」
（
一
九
〇
〇
年
一
月
創
刊
）
の
登

場
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
や
位
置
付
け
を
明
確
に
し
て
い
く
。
よ
う
や
く
姿
を
現

し
た
か
に
見
え
る
〈
少
年
〉
と
い
う
時
間
は
、
以
後
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
見
せ

　
　
　
　
　
（
1
6
）

る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
八
九
八
（
明
治
3
1
）
年
、
東
京
で
は
箕
都
三
〇
年
祭

が
挙
行
さ
れ
て
い
る
。
地
方
少
年
た
ち
が
抱
く
東
京
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
当
然
な
が

ら
時
間
と
と
も
に
変
容
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
今
回
は
部
分
的
に
し

か
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
学
問
と
な
ら
ぶ
少
年
た
ち
の
も
う
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

立
身
の
場
と
し
て
、
実
業
の
世
界
が
あ
る
。
日
清
戦
争
後
、
に
わ
か
に
脚
光
を
浴

　
　
　
（
1
8
）

び
て
い
く
こ
の
実
業
を
め
ぐ
る
物
語
に
つ
い
て
も
、
上
京
遊
学
物
と
の
関
連
を
含

め
て
、
検
討
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
（
引
用
文
の
旧

字
は
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
た
。
ル
ビ
は
特
殊
な
読
み
を
示
す
も
の
の
み
に
付

し
、
傍
点
や
圏
点
は
省
略
し
た
。
）

一
〇

　
　
　
　
注

（
1
）
　
続
橋
達
雄
『
児
童
文
学
の
誕
生
ー
明
治
の
幼
少
年
雑
誌
を
中
心
に
ー
』
桜
楓
社

　
　
一
九
七
二
年
一
〇
月
、
一
九
二
～
一
九
三
頁

（
2
∀
　
菅
忠
道
「
明
治
期
の
児
童
雑
誌
」
1
1
「
文
学
」
第
二
四
巻
第
一
二
号
、
　
一
九
五
六

　
年
一
二
月
、
＝
八
頁

（
3
）
　
続
橋
達
雄
　
前
掲
書
、
一
九
四
頁
。
「
期
待
感
」
の
象
徴
と
し
て
続
橋
が
指
摘
す

　
　
る
「
第
二
の
維
新
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
第
二
号
（
一
八
九
五
年

　
　
一
月
一
五
日
、
一
～
二
頁
）
の
巻
頭
論
説
に
詳
し
い
。

（
4
）
　
「
少
年
世
界
」
に
つ
い
て
は
、
名
著
普
及
会
発
行
の
復
刻
版
（
一
九
九
〇
年
四
月

　
　
～
九
一
年
四
月
発
行
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
。

（
5
）
　
「
少
年
園
」
「
小
国
民
」
な
ど
明
治
二
〇
年
代
前
半
期
の
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
遊

　
学
物
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
も
う
ひ
と
つ
の
〈
東
京
遊
学
案
内
〉
ー
明
治
二
〇
年
代

　
　
の
幼
少
年
雑
誌
に
描
か
れ
た
遊
学
少
年
た
ち
ー
」
（
「
児
童
文
学
研
究
」
第
二
九
号
、

　
　
］
九
九
六
年
一
一
月
、
一
～
　
二
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
「
日
本
博
士
鑑
」
は
、
第
三
巻
第
二
号
よ
り
第
二
五
号
ま
で
計
一
一
回
掲
載
さ
れ

　
　
た
。
そ
の
後
も
「
続
日
本
博
士
鑑
」
「
新
博
士
鑑
」
な
ど
の
名
で
、
同
種
の
企
画
が

　
断
続
的
に
続
い
て
い
る
。

（
7
）
　
こ
の
他
、
「
貧
少
年
（
峨
飛
徳
将
軍
の
少
年
時
代
ご
（
森
田
思
軒
閲
、
井
上
承
風

　
軒
訳
／
第
三
巻
第
一
号
～
第
九
号
、
一
八
九
七
年
一
月
一
日
～
四
月
一
五
日
／
「
立

　
志
伝
」
ー
の
ち
井
上
「
編
」
か
ら
「
訳
」
に
変
更
あ
り
）
な
ど
の
偉
人
伝
・
英
雄

　
伝
に
お
い
て
も
、
被
伝
者
の
「
苦
学
」
を
強
調
す
る
場
合
が
多
い
。

（
8
）
　
竹
内
洋
『
立
志
・
苦
学
・
出
世
ー
受
験
生
の
社
会
史
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一

　
九
九
一
年
二
月
、
＝
二
八
～
＝
二
九
頁

（
9
）
　
編
集
方
針
の
変
化
に
と
も
な
い
、
投
稿
を
扱
う
欄
名
も
「
寄
書
」
「
少
年
詞
藻
」

　
　
「
少
年
演
壇
」
と
移
り
変
わ
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
「
投
稿
欄
」
で
統
一
し
た
。
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（
1
0
）
　
高
山
に
賛
同
の
意
を
表
し
た
投
稿
と
し
て
は
、
本
文
中
に
引
用
し
た
岡
野
、
今

　
　
井
の
ほ
か
、
「
我
憂
苦
の
経
歴
を
叙
し
て
諸
君
に
望
む
」
（
松
本
惣
吉
／
第
二
巻
第

　
　
八
号
、
一
八
九
六
年
四
月
一
五
日
、
八
五
頁
）
等
が
あ
る
。

（
H
）
　
成
田
龍
一
は
、
読
者
ー
読
書
行
為
ー
読
書
空
間
と
い
う
観
点
か
ら
「
少
年
世
界
」

　
　
の
諸
記
事
を
分
析
し
た
論
文
の
な
か
で
、
読
書
行
為
や
投
書
を
通
じ
た
少
年
た
ち

　
　
の
「
わ
れ
わ
れ
」
意
識
に
よ
っ
て
、
「
読
者
共
同
体
」
（
R
・
シ
ャ
ル
チ
エ
）
が
形

　
　
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
論
じ
て
い
る
。
（
「
『
少
年
世
界
』
と
読
書
す
る
少
年
た
ち
ー

　
　
一
九
〇
〇
年
前
後
、
都
市
空
間
の
な
か
の
共
同
性
と
差
異
ー
」
‖
「
思
想
」
八
四
五
号
、

　
　
一
九
九
四
年
＝
月
、
二
〇
九
～
二
二
〇
頁
）

（
1
2
）
　
木
村
小
舟
「
遊
学
少
年
の
行
方
」
1
1
「
明
治
少
年
文
化
史
話
』
童
話
春
秋
社
、
一

　
　
九
四
九
年
五
月
、
五
三
～
五
七
頁
（
の
ち
『
明
治
少
年
文
学
史
第
四
巻
』
と
し
て

　
　
復
刻
。
大
空
社
、
一
九
九
五
年
二
月
）

（
1
3
）
　
松
村
友
覗
「
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
は
ざ
ま
1
明
治
文
学
を
視
座
と
し
て
」
‖
『
日

　
　
本
文
学
史
を
読
む
V
近
代
1
』
有
精
堂
、
一
九
九
二
年
六
月
、
一
〇
～
一
二
頁

（
1
4
）
　
作
文
以
外
に
も
、
（
7
）
に
挙
げ
た
「
貧
少
年
（
峨
飛
徳
将
軍
の
少
年
時
代
）
」

　
　
を
は
じ
め
、
「
華
盛
頓
の
生
立
」
（
桜
井
鴎
村
／
第
五
巻
第
三
号
、
一
八
九
九
年
一

　
　
月
一
五
日
、
六
二
～
七
一
頁
／
「
立
志
談
」
）
な
ど
の
偉
人
伝
・
英
雄
伝
に
お
い
て
、

　
　
被
伝
者
の
田
舎
で
の
幼
年
時
代
を
強
調
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
運
動
の
一
つ
に
「
競
漕
」
が
あ
る
。
例
え
ば
「
墨
江

　
　
の
競
漕
」
（
江
湖
山
人
／
第
五
巻
第
八
号
、
一
八
九
九
年
四
月
一
日
、
八
五
～
九
〇

　
　
頁
／
「
運
動
世
界
」
欄
）
、
口
絵
「
墨
江
の
端
艇
競
漕
」
お
よ
び
「
墨
陀
の
三
大
競
漕
」

　
　
　
（
悠
々
子
／
第
五
巻
第
一
〇
号
、
同
年
五
月
一
日
、
九
五
～
一
〇
一
頁
／
「
運
動
世

　
　
界
」
欄
）
な
ど
。

（
1
6
）
　
田
嶋
　
は
「
少
年
世
界
」
の
変
遷
を
手
が
か
り
に
、
近
代
的
な
少
年
概
念
の
誕

　
　
生
を
考
察
し
た
論
考
の
な
か
で
、
現
在
の
「
少
年
」
概
念
は
、
ほ
ほ
一
九
一
〇
年

　
　
前
後
に
確
立
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
「
『
少
年
世
界
』
と
明
治
中
期
の
少
年
た

　
　
ち
（
3
）
」
‖
「
名
著
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
九
〇
年
四
月
、
四
～

　
　
六
頁
）

（
1
7
）
　
例
え
ば
、
「
時
事
」
欄
掲
載
の
論
説
「
小
学
卒
業
生
に
望
む
」
（
無
署
名
／
第
四

　
　
巻
第
八
号
、
一
八
九
八
年
四
月
一
日
、
一
〇
一
頁
）
で
は
、
小
学
生
徒
の
卒
業
後

　
　
の
進
路
と
し
て
、
「
尚
進
ん
で
学
の
漉
奥
を
研
鎖
せ
ん
と
す
る
者
、
及
び
身
を
実
業

　
　
界
に
委
ぬ
る
者
の
二
方
向
」
が
示
さ
れ
る
。

（
1
8
）
　
一
八
九
七
（
明
治
3
0
）
年
に
は
雑
誌
「
実
業
之
日
本
」
が
創
刊
さ
れ
る
な
ど
、

　
　
日
清
戦
争
を
機
に
、
実
業
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
の
「
実
業
ブ
ー
ム
」

　
　
に
つ
い
て
は
、
E
．
H
．
キ
ン
モ
ン
ス
の
分
析
が
あ
る
。
（
『
立
身
出
世
の
社
会
史

　
　
ー
サ
ム
ラ
イ
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
へ
ー
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
五
年
一
月
、

　
　
一
四
六
～
一
五
八
頁
）

　
　
　
　
　
　
〈
付
記
〉

　
本
稿
は
日
本
児
童
文
学
学
会
第
三
〇
回
中
部
例
会
（
一
九
九
七
年
三
月
一
日
．
於
中
京

大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
加
筆
、
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
一


